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ふ
る
さ
と
景
勝
地

h

行
楽
の
秋
を
満
喫

一L
l

深
ま
り
行
く
秋
の
気
配
を
感
じ
な

が
ら
、
去
る
十

一
月
三
一目
、
白
猪
之

滝
ま

つ
り
が
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た。
町
お
こ
し
事
業
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
の
行
事
も
、
今
年

で
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
も
う

す
っ
か
り
定
着
し
た
よ
う
で
す
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら

家
族
連
れ
な
ど
約
千
五
百
人
余
り
が

訪
れ
、
紅
葉
の
美
し
い
滝
を
堪
能
し

た
り
、
滝
入
り
口
広
場
の
特
設
会
場

で
行
わ
れ
た
恒
例
の
餅
ま
き
、
お
に

ぎ
り
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
地
元
農
産

物
の
即
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

多
彩
な
催
し
に
、
ふ
る
さ
と
の
秋
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

町の動き(11月1日現在)男4，966人(-5)女5，561人(-1)計10，527人(-6)世帯数3，309戸(-4) 
………… … … … ……………吋日
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平
成
四
年
度
上
半
期
(
四
月
一
日
1
九
月
三
十
日
)

着々と建設工事カf進む川上小学校多目的教棟

財
政
事
情
公
表

町
の
台
所
の
様
子
は
、
財
政
事
情

の
作
成
お
よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
平
成
四
年
度
上
半

期
(
四
月
一
日

1
九
月
三
十
日
)
の

財
政
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
況
を
公
表
し
ま
す
。

支
出
率

3
3
・6
%

九
月
三
十
日
現
在
の
一
般
会
計
予

算
総
額
は
、
三
一
十
七
億
七
千
百
八
十

三
万
三
千
円
で
、
収
入
済
額
は
二
十

億
一
千
七
百
四
十
八
万
二
千
円
と
な

り
、
収
入
割
合
は
、
五
十
三
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
前
年
同
期
と
比
較
す
る
と
収
入
済

額
一
億
六
千
四
百
八
十
万
六
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
支
出
済
額
は
、
十
二
億
六

一般会計科目別予算執行状況(歳入〉
9月末現在(単位:千円、%)

2 

区 分 予算現額 収入済綴 収入割全j
f!!T 税 905，235 475，345 52.5 

主主 方 言案 .t;j- 4見 61，000 18，366 30.1 

利 J子 容4 τJ井入f噌砂 H ノ1、乙L 34，000 11.354 33.4 

ゴルフ場利用税交付金 22，000 11，134 50.6 

自動車取得 税 交 付 金 29，000 13.454 46.4 
長主 方 交 付 f見 1，021，874 1， 061， 787 103.9 

交通安全対策特別交付金 2，000 1，557 77.9 
分担金及ぴ負担金 63，494 10，325 16.3 
使用料及び手数料 61， 037 28，161 46.1 

悶 E表 支 tU 金 227，230 13.782 6.1 
県 支 出 宜ノ¥ 488，682 9，756 2.0 
英字 P長 ヰ又 入 58，270 4，581 7.9 
若手 fす 金 12，301 3 0.0 
繰 入 金 322，299 34 0.0 
繰 越 金 247，218 328，455 132.9 
3普 ~x. 入 49，083 29，388 59.9 
相J f立 167，100 O 0.0 

高気 入 え':J為 言十 3，771， 823 2.017.482 53.5 

千
六
百
五
十
九
万
一
千
円
と
な
り
、

支
出
割
合
は
、
二
一十
三

・
六
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
前

年
同
期
と
比
較
す
る
と
支
出
済
額
二

億
四
百
五
十
七
万
六
千
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
・計
予
算
は
、
国
の
重
点
施

策
で
も
あ
る
公
共
投
資
の
前
倒
し
、

及
び
町
単
独
事
業
の
積
極
的
な
執
行

に
伴
い
、
昨
年
よ
り
高
い
執
行
率
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
町
税
を
は
じ
め

と
す
る
歳
入
源
に
つ
い
て
も
順
調
な

収
入
率
を
示
し
て
お
り
、
安
定
し
た

財
政
運
営
を
維
持
し
、

上
半
期
の
収

支
残
高
は
、
七
億
五
千
八
十
九
万
一

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

も
、
一
般
会
計
と
同
様
、
い
ず
れ
の

特
別
会
計
と
も
収
支
は
安
定
し
て
お

り
ま
す
。



一般会計科目別予算執行状況(歳出)
9月末現在(単位:千円、%)

• 
• 

区 分 予算現額 支出済額 支出割合|

議 主A、言 費 76，930 38，297 49.8 

総 務 費 463，298 189，712 40.9 

民 生 費 284，625 99.193 34.9 

衛 生 重奇 398，169 154，972 38.9 

農林水産業費 663，988 146，548 22.1 

商 工 望号 199，962 19，673 9.8 

土 木 費 729，980 234，628 32.1 

j肖 防 資 136，686 58，472 42.8 

教 ロ円勾 資 466.549 171， 308 36.7 

ゾ〈f〈〈L 主年 復 1I:l 主雪 9，458 32 0.3 

ノふ丸J‘j f実 費 317，194 153.756 48.5 

5者 支 仕i f設、1 15，344 O 0.0 

予 備 費 9，640 O 0.0 

歳 出 l口h 言十 3，771，823 1，266，591 33.6 

ノ，

町 債の状 況
9月末現在(単位:千円、%)

新しく完成した

箆 分 現モE高 構成比

一般会計 2，199.066 89.0 

鑓水会計 271，986 11.0 

1i、 音「 2，471，052 100.0 

特別会計別予算執行状況
9月末現在(単位:千円、%)

会計区分 予算現額 収入 済綴 収入割合 支出済客員 支出割合

国 民健康保 !漁 549，316 214，309 39.0 214.560 39.1 

老 人 {来 健 834，130 328，732 39.4 348，956 41，8 

簡 易 水 選 309，002 116.065 37.6 125，468 40.6 

イ降

~ 

十
月
臨
時
町
議
会
報
告

緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

請
負
契
約
な
ど

平
成
四
年
度
の
十
月
臨
時
町
議
会
が
、
去
る
+
月
十
二
日
聞
か
れ
、
次

の
議
案
三
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〔議

案
〕

O
川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
に
、
吉
久
の
大
西
良
温
氏
(
六
十

六
歳
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

O
平
成
四
年
度
緊
急
地
方
道
路

整
備
事
業
天
神
鳥
ノ
子
線
道

路
改
良
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

平
成
四
年
度
緊
急
地
方
道
路
整
備

事
業
天
神
鳥
ノ
子
線
道
路
改
良
工
事

の
予
定
価
格
が
三
千
万
円
を
超
え
る

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

(
内
容
)

契
約
金
額
/
四
千
七
百
三
十
八
万
円

事
業
量
/
幅
員
五
・

0
メ
ー
ト
ル
、

延
長
/
二
四
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
工

期
/
平
成
五
年
三
月
二
十
五
日
ま
で

契
約
の
方
法
/
指
名
競
争
入
札
、
契

約
の
相
手
方
/
有
限
会
社
川
内
建
設

(
川
内
町
大
字
則
之
内
乙
二
一

O
七

番
地
)

O
平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

野
猿
駆
除
対
策
事
業
費
補
助
金
等

で

補

正

額

は

七

六

四

千

円

累
計
総
額
は
、

三
、
六
八
一
、
四
四
二
千
円

3 



川
内
町
消
防
団
第
三
分
団
ヘ

『
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
』

配
備

ー
ー
ー
防
災
活
動
機
能
の
充
実
化
図
る
ー
ー
ー

町
で
は
、
消
防
活
動
は
も
と
よ
り

各
種
災
害
活
動
へ
の
機
能
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、
平
成
三
年
度
よ
り
順
次

各
消
防
分
団
に
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

を
配
備
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
第
三
分
団
第
二
班
の
蔵

元
蔵
置
所
(
井
内
)
に
配
備
す
る
た

め
、
去
る
十
一
月
二
日
午
前
、
役
場

消
防
詰
所
前
広
場
で
引
渡
式
が
行
わ

れ
関
係
者
立
会
い
の
も
と
、
森
町
長

よ
り
桑
原
貞
利
消
防
団
長
、
さ
ら
に

菅
野
謙

一
第
三
分
団
長
に
目
録
が
引

き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

A
V
A
V
ふ
γ
A
V
ふ
γ
A
V

。ψ

伽
日
本
消
防
協
会
よ
り

『
消
防
指
令
広
報
車
』

交
付
さ
れ
る

こ
の
ほ
ど
「
防
災
用
車
両

の
配
備
L

事
業
の
適
用
を
受

け
、
(
財
)
日
本
消
防
協
会
か

ら
消
防
指
令
広
報
車
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

⑮消防ポンプ積載車

0車 名スバルV-KS4改

0総排気量 658 cr. 
0乗車定員 4人

⑤防災指令広報車
0車 名ニッサンADパン

0総排気量 1，497 cc. 
0乗車定員 5人

東
温
消
防
署
ヘ

新
し
い
救
急
車

J

A
共
済
よ
り
贈
呈

去
る
十
月
二
十
二
日
愛
媛
県
共
済

農
業
協
同
組
合
連
合
会
よ
り
東
温
消

防
署
へ
救
急
車

一
台
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。こ

れ
は
、

J

A
共
済
が
昭
和
四
十

八
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
交
通
事
故

対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
、
交
通
事

故
に
よ
る
被
害
者
救
済
に
役
立
て
て

貰
お
う
と
管
内
消
防
署
へ
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
機
能
も
ま
す
ま
す
充
実
し

そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ国
一の
島重

52Z 
き本伊
疋殿一

〈
平
成
四
年
八
月
十
日
付
指
定
〉

文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
文

化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

心
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
三
島
神
社

本
殿
(
保
免
)
が
、
こ
の
ほ
ど
国
の

重
要
文
化
財
(
神
社
建
築
)
に
正
式

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
十
月
二
十
八
日
に
は
、
同
神

社
の
宮
司
で
あ
る
野
口
寛
則
さ
ん
と

町
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
の

二

-4 

人
が
文
部
省
に
出
向
き
、
指
定
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
医
王
寺
厨
子
(
昭
和

四
十
一
年
指
定
)
に
次
ぐ
、
二
番
目

の
大
変
価
値
あ
る
貴
重
な
文
化
財
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す。。
三
島
神
社
本
殿
の
概
要
。

三
島
神
社
は
、
川
内
町
大
字
則
之

内
(
保
免
)
に
位
置
し
、
大
山
積
神

を
祭
神
と
す
る
。
神
社
の
創
立
は
諸

説
が
あ
り
詳
ら
か
で
な
い
が
、
暦
応

元

年

(
一
三
三
八
年
)
に
河
野
通
郷

が
大
山
祇
神
社
(
越
智
郡
大
三
島
町
)

を
崇
敬
し
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
社
殿

を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
殿
は
、

三
間
社
流
造
、
銅
板
葺

で
あ
り
、
墓
股
(
か
え
る
ま
た
)
、
手

挟
(
た
ば
さ
み
)
等
の
様
式
手
法
か

ら
十
四
世
紀
中
頃
(
室
町
前
期
)
の

建
築
と
推
定
さ
れ
る
。
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マ
一
農
家
一
筆
運
動
ム

生
産
性
の
高
い
農
業
を
営
む
た
め

に
、
農
地
の
流
動
化
を
進
め
、
農
地

の
集
積
を
図
る
。

マ
地
域
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー

設
置
運
動
ム

(
平
成
十
二
年
目
標
)

大
畑
か
ん
施
設
整
備
率
1
割
ア
ッ
プ

運
動〈

か
ん
が
い
施
設
整
備
率
〉

水
田
八
O
%
↓
八
五
%

畑

二

四

%

↓

四

七

%

(
平
成
十
二
年
目
標
)

マ
集
落
営
農
集
団
育
成
運
動
ム

食
地
域
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
運
動

高
能
率
生
産
組
織
づ
く
り
に
不
可

欠
な
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
発
掘

を
行
う
o

A
H
営
農
実
践
モ
デ
ル
集
団
づ
く
り
運

動高
能
率
生
産
組
織
の
育
成
を
図
る

た
め
に
、
集
落
レ
ベ
ル
で
モ
デ
ル
実

践
集
団
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

大
一
農
協
一
セ
ン
タ
ー
設
置
運
動

個
別
農
家
の
経
営
を
補
完
し
、
地

域
農
業
全
般
に
わ
た
る
企
画
・
調
整

を
行
う
た
め
、
広
域
営
農
単
位
に
地

域
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

い
く
。

新
し
い
愛
媛
農
業
確
立
運
動
は
、

農
業
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
が

知
恵
を
出
し
合
い
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
て
創
意
と
工
夫
を
重
ね
る
中

か
ら
、
付
加
価
値
の
高
い
農
業
、
快

適
で
住
み
良
い
農
村
を
実
現
し
、
夢

と
希
望
、
自
信
と
誇
り
の
も
て
る
活

力
あ
る
農
業
、
農
村
を
築
い
て
い
こ

う
と
い
う
運
動
で
す
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
実
践
運
動

と
は
、
一
体
ど
ん
な
こ
と
な
の
で
し

ょ
、
っ
か
。

ア
メ
リ
カ
な
ど
十
三
ヶ
国
か
ら

雨
水
資
源
化
国
際
会
議
メ
ン
バ
ー

『
吹
上

基
盤
づ
く
り
運
動

視
察

池

農
業
構
造
の
画
期
的
な
転
換
を
進

め
る
と
と
も
に
、
国
際
化
に
対
応
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
生

産
基
盤
の
整
備
や
集
落
営
農
体
制
の

確
立
の
た
め
の
実
践
運
動
を
展
開
し

口
広
腰
の
強
い
農
業
を
実
現
し
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
日
本
国
際
雨
水
資

源
学
会
を
主
体
と
し
た
組
織
委
員
会

主
催
で
、
農
業
土
木
学
会
等
の
後
援

に
よ
り
十
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
京

都
市
を
中
心
に
聞
か
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
現
地
研
修
会
の
一
環
と
し
て
愛

媛
県
内
の
水
利
施
設
で
行
わ
れ
、
た

め
池
等
整
備
事
業
で
改
修
し
た
当
町

の
吹
上
池
を
訪
れ
た
も
の
で
す
。

視
察
に
は
、
同
会
議
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
な
ど
十
三
ヶ
国
か
ら
総
勢
五

十
人
余
り
が
参
加
し
、
「
雨
水
の
農

業
用
水
、
生
活
用
水
へ
の
利
用
、
資

源
化
」
に
つ
い
て
熱
心
な
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

高
生
産
性
農
区
と
集
約
農
区
に

よ
る
効
率
的
な
生
産
シ
ス
テ
ム

の
確
立

マ
墓
盤
づ
く
り
1
U
P
運
動
ム

カ
ほ
場
整
備
率
1
割
ア
ッ
プ
運
動

〈
ほ
場
整
備
率
〉

水
田
二
六
%
↓
六
五
%

畑

八

%

↓

一

六

%

(
平
成
十
二
年
目
標
)

大
ア
グ
リ
ロ

l
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1

割
ア
ッ
プ
運
動

〈
農
道
整
備
率
〉

水
田
七
O
%
↓
八
O
%

畑

五

O

%

↓

七

五

%

号;長L

去
る
十
月
九
日
、
『
雨
水
資
源
化

国
際
会
議
』
現
地
研
修
会
が
、
吹
上

池
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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シ
リ
ー
ズ

生

活

排

水

(
そ
の
④
)

i
生
活
排
水
は

廃
棄
物
?
|

東
京
湾
の
魚
と
寿
司

生
活
排
水
に
寿
司
の
話
と
は
変
な

話
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
が
大
変
関
係
が
深
い
の
で

す。
寿
司
に
は
江
戸
前
寿
司
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
江
戸
前
と
は

何
の
こ
と
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
東
京
湾
の
こ
と
で
、
こ
の

東
京
湾
で
獲
れ
た
魚
貝
類
を
ネ
タ
と

し
た
寿
司
を
江
戸
前
寿
司
と
い
い
ま

す
。
寿
司
と
い
え
ば
江
戸
前
と
い
う

く
ら
い
江
戸
前
寿
司
は
あ
ま
り
に
も

有
名
で
す
が
、
な
ぜ
有
名
に
な

っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
昔
江
戸
前

で
は
寿
司
の
、
不
タ
と
な
る
魚
貝
類
の

種
類
が
豊
富
で
質
も
良
か
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
で
は
な
ぜ
種
類

が
豊
富
で
質
が
良
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
魚
貝
類
も
人
間
と

同
様
生
き
て
い
く
た
め
に
は
え
さ
が

必
要
で
、
え
さ
の
な
い
海
や
川
な
ど

(
極
端
に
き
れ
い
な
水
)
で
は
、
魚
貝

類
は
生
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
海
や
川
な
ど

で
は
少
し
汚
れ
て
い
る
ほ
う
が
え
さ

が
多
く
、
魚
貝
類
は
多
く
生
存
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
い
う

こ
と
は
、
当
時
の
江
戸
前
は
少
し
汚

れ
た
状
態
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
は
そ
の
汚
れ
は
い
っ
た
い
何
が

原
因
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は

江
戸
に
住
む
人
々
が
、
日
常
生
活
の

中
で
流
し
て
い
た
生
活
排
水
が
原
因

だ
っ
た
の
で
す
。

当
時
江
戸
は
世
界
で
も
有
数
の
大

都
市
で
あ
り
、
住
む
人
々
は
武
士

・

町
人
が
多
く
、
農
村
の
よ
う
に
排
水

な
ど
を
畑
の
肥
料
と
し
て
利
用
す
る

人
は
少
な
く
、
江
戸
の
町
か
ら
出
る

生
活
排
水
は
一
部
地
下
浸
透
、
ま
た

蒸
発
し
、
残
り
は
江
戸
前
に
流
れ
込

ん
で
い
ま
し
た
。
今
で
は
、
そ
の
質

量
と
も
当
時
と
は
比
べ
も
の
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
当
時
と
し
て
は
環
境
に

と
っ
て
も
、
ま
た
魚
貝
類
に
と
っ
て

も
適
度
な
汚
染
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

適
度
な
汚
染
は
、

こ
の
よ
う
に
私

た
ち
人
間
に
多
く
の
糧
を
与
え
て
く

れ
る

一
面
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
す
べ
て
自
然
の
サ
イ
ク
ル
で
正

常
に
機
能
し
て
い
る
と
き
の
話
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
崩
壊
す
れ
ば
今
の
よ

う
に
多
く
の
弊
害
を
も
た
ら
す
結
果

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

浄

化

槽

さ
て
、
シ
リ
ー
ズ
生
活
排
水
で
は

家
庭
で
で
き
る
汚
染
防
止
と
い
う
こ

と
を
叩
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、

今
度
は
家
庭
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
浄
化
槽
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

平
成
三
年
三
月
発
行
の
川
内
町
生

活
排
水
処
理
計
画
調
査
報
告
書
に
よ

る
と
本
町
で
は
八
八
九
基
の
浄
化
槽

が
利
用
さ
れ
て
お
り
そ
の
大
部
分
は

単
独
処
理
浄
化
槽
で
す
。
既
に
ご
存

知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
が
、
浄
化
槽
に
は
、
し
尿
の
み
処

理
す
る
単
独
浄
化
槽
と
、
し
尿
と
風

巴
や
台
所
な
ど
の
排
水
も

一
緒
に
処

理
す
る
合
併
浄
化
槽
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
は
家
庭
用
の
均
化

槽
と
い
え
ば
単
独
浄
化
槽
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
は
し
尿
を

農
業
用
の
肥
料
と
し
て
活
用
し
な
く

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
文
化
生
活
に
は

欠
か
せ
な
い
と
い
わ
れ
る
ト
イ
レ
の

水
洗
化
の
ニ

l
ズ
が
高
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
普
及
し
た
も
の
で
、
風
呂
と

か
台
所
の
排
水
は
た
れ
流
し
の
状
態

で
す
。
こ
の
単
独
浄
化
槽
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
よ
り
多

く
の
汚
濁
物
質
を
川
や
海
に
流
し
て

い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し

ょ
、
っ
か
。

下
の
図
は
、

家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
を

図
示
し
た
も
の

で
す
が
、
そ
の

過
程
は
大
き
く

三
つ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
図
を
見

る
と
、
合
併
浄

化
槽
を
設
置
し

て
い
れ
ば
汚
れ

が

一
番
少
な
く
、

単
独
浄
化
槽
を

設
置
し
て
い
る

場
合
が
何
も
処

理
槽
を
設
け
て

い
な
い
場
合
よ

処理施設を何も設けていない場合(1人当たり)くその1>

と]イ

6 

り
多
く
の
汚
れ
を
排
出
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

今
ま
で
く
み
取
り
ト
イ
レ
で
あ
っ

た
た
め
ト
イ
レ
か
ら
の
汚
れ
は
排
出

し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
単
独
浄

化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ト
イ
レ

は
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
反
面
、
風
呂

・
台
所
な
ど
の
汚
れ

に
加
え
ト
イ
レ
の
汚
れ
も
排
出
、

32g 

(27 g) 

単独浄化槽を設置している場合

(13 g) 

|風呂・台所など|

レイ

くその2>

ト

(27 g) 
風呂・台所など

4 g 

合併浄化槽を設置している場合

(13 g) 

くその3>
レ

風呂 ・台所など

イト
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す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す。
「快
適
な
生
活
」
と
い
う
こ
と
は
、

だ
れ
も
が
願
う
こ
と
で
す
が
、
「
快

適
な
環
境
」
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
活
排
水
は
廃
棄
物

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
二
条
第
一
項

「廃
棄
物

と
炉
、
ご
み

・
粗
大
ご
み
・
燃
え
が

ら
・
汚
泥
・
ふ
ん
尿
・
廃
油
・
廃
酸
・

廃
ア
ル
カ
リ
・
動
物
死
体

・
そ
の
他

の
汚
物
又
は
不
要
物
で
あ
っ
て
、
図

形
状
又
は
液
状
の
も
の
(
放
射
性
物

質
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

川内町における年度別浄化槽設置基数

89 

-• も
の
を
除
く
)
を
い
う
。
」

廃
棄
物
を
、
公
共
用
地
ま
た
他
人

の
土
地
に
捨
て
れ
ば
、
不
法
投
棄
と

し
て
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
廃
棄
物
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る

生
活
排
水
に
つ
い
て
は
、
未
処
理
の

ま
ま
農
水
路
や
、
川
、
海
に
排
出
し

て
も
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、

「
み
だ
り
に
」
行
っ

て
い
な
い
か
ら
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
生
活
排
水
を
未

処
理
の
ま
ま
排
出
す
る
以
外
に
処
理

す
る
方
法
が
な
く
、
未
処
理
排
出
が

世
間

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
中
で
は

「
み
だ
り
に
」
排
出
し
て
い
る
こ
と

に
は
な
ら
ず
、
不
法
投
棄
に
は
な
ら

3 (年度)

80 

70 

57 58 59 60 61 62 63元 2

26 

60 

40 

。

30 

20 

10 

50 

な
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
近
年

生
活
排
水
に
よ
る

川
や
海
の
汚
染
が

大
き
な
社
会
問
題

と
な
り
、
水
質
汚

濁
防
止
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、
こ
の

法
律
に
よ
っ
て
私

た
ち
住
民
は
汚
染

防
止
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義

務
を
負
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
最
近
で

は
生
活
排
水
と
し

尿
を
処
理
す
る
家

庭
用
の
小
型
合
併

浄
化
槽
も
普
及
し

て
い
ま
す
の
で
、

生
活
排
水
を
「
み

だ
り
に
」
排
出
し

て
い
な
い
か
ら
不

法
投
棄
に
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と

は
適
切
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

‘'ト

f! 

l(鳥獣保護区等の設定のお知らせ

毎年11月15日から翌年 2月1日5日までは
叫一川7，'"九h鳳Jμ与

区」ム、「休猟区」、「銃猟禁止区域」が設定

3されています。

M4f河
区域名 地区名 内

円廿今唱 設定期間

之 鳥獣の積極的な保護
3.11. 1 l珂 J 内 鳥 獣 増殖を図るため、十

保護区
船野山

年間鳥獣の捕獲を禁
h ， 

止する。
13.10.31 

rz， b 
a 1l 

狩猟鳥獣の生息数の
自然的回復を促進す

3.11. 1 
休猟区 塩ケ森

間， h'A v 崎

るため、三年間鳥獣
6.10.31 

の捕獲を禁止する。

4.11. 1 
暗唱

休猟区 北方 イク

血ヶ嶺連峰県立自然 公 7.10.31 
."一一‘

'，~. 銃猟による危険を未
/，I ¥U繍 l 銃猟禁 然に防止し、また静 3.11.1 

t 「 h¥ 止区域 前松瀬川ひつを守るため、十 1 
久万 年間銃猟による鳥獣 13.10.31

制J の捕獲を禁止する。
，F-、ーーも J~~___ 

(注) これらの地域において、野猿、イノシシ等により農林作物に対し著しい被害が発生する場合には、

有害鳥獣駆除を実施することができます。

狩猟をされる方は、狩猟に伴う危険防止に特に配慮し、事故のないよう注意しましょう。

-7一
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山
里
に
残
る
藁
家
や
柿
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る

m

付
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内

町

田

中

乃

武

付

刊
紅
葉
散
る
こ
の
道
子
規
も
瀬
石
も
州

問
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町

渡
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那
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附

ご

杉

林

に

一
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蔦

の
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的
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町西部Aチーム

北方西部Aチーム

横灘団地Cチーム

北方西部Cチーム

0優勝
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打
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ボ
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子
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『
い
つ
も
な
に
か
に

と
き
め
い
て
い
よ
う
』

藤
田
弓
子

ヂ勾
配事崎主ヨ

11/6-8 

• 
文化講演会(青年農業者グループ)

4

司
掘
り
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い
即
売
会4. 

もちつき

.. 
e 

中文弘

安 イヒぷ
雇財女
主めムき
催、、文と

りり跡5
3 

ふ
る
さ
と
川
内
の
歴
史
や
文
化
を

探
訪
す
る
文
化
財

・
史
跡
巡
り
が
、

去
る
十
一
月
三
日
行
わ
れ
、
三
十
六

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
町
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
長
の
酒
井
孝
先
生
の
案
内
で

三
一
島
神
社
や
大
通
庵
、
惣
河
内
神
社

巡
り
を
行
い
、
建
築
様
式
や
そ
の

由
来
等
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受

け
先
人
達
が
残
し
た
偉
大
な
史
跡
を

感
慨
深
く
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

9 



願
'つ

L教育委員会|

み
ん
な
の
幸
せ
を

同和教育

て

ー
生
活
課
題
と
学
習
・啓
発
活
動
に
つ

い
て
|

こ
の
分
科
会
で
の
討
議
は
、
地
域

や
生
活
の
な
か
に
あ
る
す
べ
て
の
差

別
、
偏
見
、
不
合
理
を
具
体
的
な
事

実
を
と
お
し
て
差
別
解
消
に
向
け
て

取
り
組
む
学
習
で
す
。

昭
和
四
十
年
八
月
十
一
日
に
「
同

和
対
策
審
議
会
答
申
」
が
出
さ
れ
て

以
来
、
同
和
教
育
は
、
か
な
り
の
広

が
り
を
見
せ
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

啓
発
運
動
が
行
わ
れ
、
町
民
の
同
和

問
題
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
に
は

「ま
た
、
同

和
教
育
か
」
、
「
私
に
は
関
係
な
い
」
、

「も
う
同
和
教
育
を
す
る
必
要
が
な

い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
状
況
も
あ

り
ま
す
。

「部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
、
国

民
の
す
べ
て
に
と
っ
て
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
あ
る
o
」
と
い
う
認
識
を

育
て
る
こ
と
が
学
習

・一
啓
発
活
動
の

最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
職
員
、
教
職

員
、
社
会
教
育
関
係
団
体
等
が
学
習

・
啓
発
活
動
の
中
心
と
な
り
、
積
極

的
に
活
動
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
部
落
差
別
の
解
消
を
す

べ
て
の
人
の
共
通
な
願
い
と
し
、

一

切
の
人
権
侵
害
の
事
象
を
見
逃
さ
ず
、

差
別
に
対
し
て
怒
り
を
も
ち
、
住
民

が
手
を
取
り
合
っ
て
差
別
と
闘
い
、

み
ん
な
の
幸
せ
を
守
っ
て
い
く
学
習

活
動
に
高
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

川
内
町
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

①
同
和
教
育
地
区
別
懇
談
会

(
映
画
、
テ
キ
ス
ト
、
子
供
の
作
文
)

②
川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会

(
毎
年
、
二
一百
名
以
上
の
参
加
)

③

新

任

・
転
入
教
職
員
研
修
会

④
町
職
員
と
家
族
の
研
修
会

⑤

町

教

職

員
研
修
会

一i
l
-
-
i
i
l
i
-
-
1
1
i
i
i
l
l
l
i
i
i
1
i
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
M

⑥

町

管

理

職

研

修

会

…

国

際

化

時

代

に

ふ

さ

わ

し

い

…

⑦
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
同
和
町

人
権
意
識
を
育
て
よ
う
/

教
育
懇
談
会

K
H
A
t
-
H
C
第
四
十
四
回
開
問
闘
圃

⑨
町
推
進
委
員
(
学
校
管
理
者
、

M

山

十
二
月
四
日
か
ら
十
日

行
政
管
理
者
、

学
識

経

験

者

、

町

同

一

四

対
協
役
員
、

町
教
委
職
員
等
)
の
研
一
毎
年
、

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題

…

修
会

…
で
の

一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
子
供
ら
の
い

…

⑪
各
種
研
究
大
会
(
地
区
向
、

人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
じ
め
、
体
罰
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
…

県
、
四
国
、
全
国
大
会
)
に
参
加
し

N

人
権
μ

と
い
う
も
の
を
再
認
識
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
…

て

の

研

修

会

等

・

w

…
し
、
ま
た
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
か
法
務
局
ま
た
は
そ
の
支
局
へ
ご
相

…

ま
た
、
各
校
に
お
い
て
、
同
日
教
・

叩

手
…
他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反
談
く
だ
さ
し

町

育
参
観
日
に
、
授
業

・
講
演
等
実
施

"…
省
し
て
み
る
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
…

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を
営
ら
れ
ま
す
。

…
む
た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
な
お
、
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
…

…
重
し
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
次
の
方
々
で
す
。

…
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
心
が
け
な
け

↑

…

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

人

権

擁

護

委

員

“

今

年

の

人

権

週

間

で

は

「

国

際

化

西

組

高

須

賀

恵

三

郎

一

…
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育

i

(

宮
六
六
|
二
六
六
八
二

…
て
よ
う
」

「
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を

野

高

須

賀

鶴

男

…

…
絶
と
う
」「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」

…

「
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
L

「
障

(

宮
六
六
|
三
三
二

O
)
一

…
害

者

の

完

全

参

加

と

平

等

を

実

現

し

吉

久

大

西

良

湿

…

…
ょ
う
」
の
五
一項

目

を

強

調

事

項

と

し

(

宮
六

六

l
四
四
六
七
)
…

…
て
お
り
ま
す
。

…

ハU1
4
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い
じ
め
の
な
い

ク
ラ
ス
に

東
谷
小
学
校
五
年

竹

内

t享

「
な
ん
で
よ
、
お
ま
え
が
悪
い
ん
や

ろ
が
あ
。
」

と
、
大
声
で
男
子
四
人
が

A
さ
ん
を

い
じ
め
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
ち
ら

ち
ら
見
て
い
る
く
せ
に
、
止
め
に
行

き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ち
ら
ち
ら
見
て

見
な
い
ふ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

A

さ
ん
が
と
て
も
か
わ
い
そ
う
で
す
o

A
さ
ん
は
、
勝
て
る
相
手
で
は
な
い

の
に
、
言
い
返
し
て
い
ま
す
。

「
な
ん
で
、
私
な
ん
よ
ぉ
。
私
な
ん

か
や
っ
て
な
い
よ
わ
。
あ
っ
ち
い
っ

て
や
。
」

と
言
い
返
し
ま
し
た
。

つ
つ
る
さ
い
ん
や
が
あ

l
。
こ
の
ク

ソ
・
ボ
ケ
・
:
。
」

な
ど
と
、
色
々
な
こ
と
を
言
わ
れ
続

け
て
い
ま
す
。

子

A
さ
ん
は
、
手
を
顔
に
あ
て
て
い

ま
し
た
。
そ
の
手
の
す
き
間
か
ら
水

み
た
い
な
も
の
が
お
ち
て
い
き
ま
し

た
。
男
子
も
何
か
き
ず
い
た
の
か
、

そ
れ
以
上
は
、
悪
口
を
言
う
の
を
や

め
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
て
、

私
が

A
さ
ん
の
立
場
だ
っ
た
ら
怒
っ

て
、
先
生
に
言
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ず
っ
と
ま
え
に
も
、

A
さ
ん
が
、

男
子
三
人
に
、
「
バ
ケ
ツ
か
や
し
た

ろ
う
が
o
」
と
か
、

「絶
対
そ
う
じ
ゃ

ろ
が
。
」
と
か
、
「
ブ
ス
パ
カ
ブ

タ
」
な
ど
と
、
心
に
き
ず
っ
く
言
葉

を
た
く
さ
ん
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
他
人
に
対
し
て
悪
口
を
言

っ
た
ら
、
言
っ
た
方
も
、
い
い
気
持

ち
は
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
上
に
、

言
わ
れ
た
方
は
、
心
に
深
く
き
ず

が
残
る
と
思
い
ま
す
。

い
じ
め
る
人
は
、
自
分
が
強
い

と
か
、
え
ら
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
か
る
い

気
持
ち
で
調
子
に
の
っ
て
、
言
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

号一
日
わ
れ

た
人
の
気
持
ち
を
一
つ
も
考
え
ず

に
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
、
っ
か
。

こ
の
問
、
先
生
が
、

「
差
別
し
た
り
、
悪
口
を
言
っ
た

り
す
る
入
、
自
分
に
自
信
の
な
い

弱
い
人
間
で
す
。
本
当
に
え
ら
く
、

強
い
人
で
は
な
い
。
本
当
に
え

ら
い
人
は
、
他
人
の
立
場
や
気
持

ち
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
で

あ
る
こ
と
、
お
話
を
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
は
、

い
じ
め
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
み

ん
な
勇
気
を
も
っ
て
止
め
て
あ
げ

た
り
、
一
人
ひ
と
り
が
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
た
り
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

い
じ
め
の
な
い
ク
ラ
ス
が
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

4嘗

fl 

「
和
斜
uw良
い
映
画
を
見
る
会

た
い
と
考
え
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
元
年
度
よ
り
、
会
員

に
よ
る
手
作
り
人
形
を
使
っ
た
人
形

劇
も
行
っ
て
い
ま
す
。
「
こ
ぶ
と
り

じ
い
さ
ん
」
や
「
お
お
か
み
と
七
匹

の
子
ゃ
ぎ
」
、
「
一
一一
匹
の

子
ぶ
た
」
、

「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
な
ど
の
人

形
劇
を
文
化
祭
を
は
じ
め
、
幼
稚
園

や
地
域
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
で
上

演
し
て
い
ま
す
。

子
供
が
大
好
き
で
、
人
形
劇
に
関

心
の
あ
る
方
、
是
非
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
入
会
に
関
す
る
詳
し
い
ご

相
談
は
、
次
へ
お
願
い
し
ま
す
。

O
川
内
町
教
育
委
員
会
文
化
係

宮
六
六
I
四
七
二

一

有

線

五

九

一

一

O
川
内
町
惣
田
谷
下
大
野
智
代
美

合
六
六
i
六
O
二
二

O
川
内
町
竹
之
鼻
坂
口
ゆ
か
り

告
六
六
|
二
一
六
八
八

O
川

内

町

竹

之

鼻

大

西

隆

子

公
六
六
l
二
七
一
七

可

i
t
fム

|
|
わ
が
子
と
感
動
を
共
に
f
|
|

こ
の
会
は
、
昭
和
五
十
九
年
四

日
月
一
日
に
結
成
さ
れ
、
現
在
会
員

日
数
は
百
二
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

~
私
達
は
、
自
分
達
が
見
た
い
、

日
又
わ
が
子
に
も
見
せ
た
い
と
思
う

日
良
い
映
画
を
自
分
達
で
選
ん
で
鑑

山
賞
し
、
自
ら
映
写
機
を
使
っ
て
、
子

山
供
達
に
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
す

O

M

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
普
及

刊
す
る
中
で
、
映
画
を
通
し
て
親
子

山
の
対
話
を
図
り
、
新
鮮
な
感
動
を

一
味
わ
っ
て
も
ら
う
事
に
よ
り
、
豊

か
な
情
操
を
培
う
こ
と
に
役
立
ち

川
内
町
文
化
協
会



有
資
源
回
収
を終

え
て

「
ま
あ
、
た
く
さ
ん
集
め
て
く
れ
て

い
る
ね
え
。
」

「
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
、

き
ち
ん
と
分
類
し
て
く
れ
て
い
ま

ね。
」

「
ひ
も
で
、
ち
ゃ
ん
と
十
文
字
に
し

ば
っ
て
く
れ
て
い
る
ね
。
」

「
あ
り
が
た
い
ね
。
」

り
こ
の
会
話
は
、
十
月
二
十
五
日
(
日
)

の
有
資
源
回
収
の
日
の
も
の
で
す
。

ど
の
回
収
場
所
へ
行
っ
て
も
新
聞

雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
布
・
ピ
ン
・

牛
乳
パ
ッ
ク
等
が
山
の
よ
う
に
積
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
人
の

輸
の
偉
大
さ
と
、
資
源
を
守
ろ
う
と

し
て
く
だ
さ
る
愛
情
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
、
胸
が
キ
ュ

l
ン
と
な
り
ま

す。
十
文
字
に
し
ば
ら
れ
た
新
聞
紙
の

束
の
向
こ
う
に
地
球
が
見
え
る
思
い

で
し
た
。

回
収
車
に
は
、
本
部
役
員
八
名
が

四
台
の
車
に
乗
り
、
回
収
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
古
紙
類
を
、
四
ト
ン
車

一
台、

二
ト
ン
車
二
台
、
圧
縮
車

一

台
で
、
町
内
を
回
り
ま
し
た
。
午
後

は
、
ピ
ン
類
と
牛
乳
パ
ッ
ク
を
午
前

中
の
要
領
で
回
収
し
て
回
り
ま
し
た
。

皆
様
の
、
地
球
に
や
さ
し
く
の
誠

意
で
、
年
々
の
回
収
量
は
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
で
も
引
き
取
っ
て

く
だ
さ
る
価
格
は
、
残
念
な
が
ら
回

収
の
都
度
低
下
し
て
い
ま
す
が
、

「
お
金
で
は
な
い
。
資
源
愛
護
だ
。

地
球
を
守
る
の
だ
。
」

ー
ー
の
心
で
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
先
日
、

「
私
は
お
菓
子
の
箱
や
、
テ
ユ
ッ
シ

ユ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
は
、
ナ
イ
ロ
ン

は
除
け
て
折
り
た
た
み
、
紙
袋
に

入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
袋
が
十
二

も
た
ま
り
ま
し
た
。
」

と
語
っ
て
く
だ
さ
る
会
員
さ
ん
に
出

会
い
ま
し
た
。
資
源
を
思
え
ば
こ
そ

の
嬉
し
い
お
話
で
す
。
実
は
私
も
九

袋
あ
っ
た
ん
で
す
。

町
内
に
は
、
こ
の
よ
う
に
色
々
な

ゴ
ミ
仲
間
が
広
が
っ
て
い
る
事
を
本

当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

お
陰
で
川
内
町
婦
人
会
が
年
二
回

回
収
し
て
い
る
古
紙
類
は
、
計
算
す

る
と
六
百
八
十
本
ぐ
ら
い
の
立
木
に

相
当
し
ま
す
。

直
径
十
六
セ
ン
チ
・
高
さ
八
メ
ー

ト
ル
の
樹
木
を
六
百
八
十
本
救
っ
て

い
る
の
で
す
。
す
ご
い
で
す
ね
。

川
内
町
の
婦
人
会
は
、
毎
年
七
百

本
近
い
地
球
の
樹
木
の
伐
採
を
守
っ

て
い
る
の
よ
。
と
胸
を
張
り
た
く
な

り
ま
す
。

で
も
、
若
し
、
私
達
消
費
者
が
再

生
さ
れ
た
品
(
エ
コ
マ

l
ク
付
き
)

を
購
入
し
な
か
っ
た
ら
・
:
:
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

再
生
工
場
の
操
業
は
止
ま
り
、
古

紙
回
収
も
ス
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

も
う
す
で
に
、
愛
媛
県
内
に
も
操
業

停
止
、
回
収
ス
ト
ッ
プ
と
い
う
所
も

あ
る
と
か
、
新
聞
で
読
み
ま
し
た
。

私
達
消
費
者
は
、
品
物
を
購
入
す

る
時

無
駄
な
物
は
買
わ
な
い
。
ゴ
ミ

に
な
る
物
は
、
な
る
べ
く
買
わ
な

い
よ
う
に
す
る
。

2
、
毎
日
の
生
活
コ
ミ
の
中
か
ら
、

資
源
は
取
り
出
し
、
資
源
回
収
に

出
す
。

3
、
再
生
さ
れ
た
品
物
は
、
地
球
を

守
る
た
め
で
す
。
少
々
値
段
が
古
聞

く
な
っ
て
も
購
入
し
て
使
う
。

こ
う
な
る
と
、
購
入
↓
回
収
↓
再
生

そ
し
て
、
ま
た
購
入
と
な
る
の
で
、

一
つ
の
円
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
は

じ
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
と
言
え

る
の
で
す
。

い
く
ら
回
収
だ
け
が
ん
ば
っ
て
も

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

無
駄
を
な
く
す
る
た
め
に
は

一
枚
の
テ
ユ
ツ
シ
ユ
ペ
ー
パ
ー

一

一
の
向
こ
う
か
ら
、
地
球
が
見
え
て
一

一
く
る
人
に
な
ろ
う
。

と
川
口
市
の
松
田
美
夜
子
先
生
は
、

お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
す
。

今
ま
で

一
度
に
四
枚
使
っ
て
い
た

テ
ユ
ッ
シ
ユ
ペ
ー
パ
ー
を
、

一
枚
で

済
ま
す
と
か
、

二
枚
で
済
ま
す
と
か

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
テ
ュ
ッ
シ
ユ

だ
け
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
物
を
大

切
に
使
う
生
活
を
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
容
器
代
は
、

四
十
円
か
ら
五
十
円
。
手
間
は
い

る
け
れ
ど
、
袋
ラ
ー
メ
ン
を
買
う

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

大
ア
ル
ミ
缶
一
個
を
製
造
す
る
の
に

必
要
な
電
気
量
で
、
八
畳
の
部
屋

を
十
時
間
三
十
六
分
、
照
明
で
き

る
そ
う
で
す
。
ビ
ー
ル
は
、
缶
で

な
く
、
瓶
ピ

l
ル
を
飲
む
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
。

大
再
利
用
で
き
る
物
は
す
べ
て
国
の

財
産
で
す
。
ビ
ン
・
缶
・
紙
類
を

資
源
と
し
て
取
り
出
せ
ば
、
ご
み

は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
量
。
さ

ら
に
生
ご
み
を
土
に
返
せ
ば
、

一

キ
ロ
の
ゴ
ミ
が
百
グ
ラ
ム
に
な
る

そ
う
で
す
。
実
践
し
た
い
で
す
ね
。

ワ
μ

司
E
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J

を
ま
ち
づ
く
り
先
進
地
交
流
レ
ポ
ー
ト

空
熊
本
県
「
お
ぐ
こ
み
ら

ω塾一

五，

i
小
国
町
=
足
〈

G
a
t
t

日
』

/棋
F

に
学
ぶ

川
内
町
桜
花
塾
(
塾
頭
本
郷
茂
孝
)

で
は
、
平
成
四
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く

り
推
進
事
業
の
う
ち
、
「
地
域
リ
ー

ダ
ー
育
成
事
業
」
に
よ
る
町
補
助
金

と
参
加
者
負
担
金
に
よ
り
、
さ
る
十

月
=
一
日
、
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

地
域
づ
く
り
先
進
地
で
あ
る
熊
本
県

小
国
町
へ
七
名
の
塾
生
の
参
加
に
よ

り
視
察
研
修
及
び
地
元
ま
ち
お
こ
し

グ
ル
ー
プ
『
お
ぐ
に
み
ら
い
塾
』
と

の
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
田
町
は
、

世
界
的
に
著

名
な
医
学
博

士
北
里
柴
三

郎
(
き
た
ざ

と
し
ば
さ
ぶ

ろ
う
)
氏
を

輩
出
し
た
町

で
、
博
士
の

志
で
あ
る
、

「
学
び
」
と

「交
流
」
を
受
け
継
い
で
日
本
各
地
・

世
界
各
国
の
人
達
と
交
流
し
、
学
習

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
(
視
察
・
交

流
受
入
団
体
数
は
年
間
約
一
千
団
体

に
も
及
ぶ
)

町
営
の
研
修
宿
泊
施
設
『木
魂
館
』

(
も
っ
こ
ん
か
ん
)
の
江
藤
館
長
さ

ん
は
、
塾
長
も
務
め
ら
れ
て
お
り
ま

す。
ま
ず
、
館
長
さ
ん
の
案
内
で
町
内

の
施
設
の
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

小
田
町
は

林
業
が
盛
ん

で
、
小
国
杉

は
全
国
的
に

品
質
が
良
い

こ
と
で
有
名

だ
そ
う
で
す

が
、
林
業
の

低
迷
を
脱
却

す
る
為
、
木

造
建
築
に
よ
る
地
域
デ
ザ
イ

ン
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
文
化
・
産
業
両
面

で
の
効
果
を
ね
ら
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

小
国
ド
1
ム
(
木
造
体
育

館
)
・
ゅ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
パ
ス
交
通
セ
ン
タ
ー
-
特
産
品
販

売
所
)
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
(
農
協
物
産

セ
ン
タ
ー
)
・
商
工
会
館
・
西
里
小

学
校
舎
な
ど
ど
の
施
設
も
、
地
場
産

木
材
を
使
用
し
な
が
ら
も
都
市
的
な

施
設
で
し
た
。

夜
に
は
、
木
魂
館
で
地
元
の
塾
生

や
、
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
の
方
々
と

交
流
会
を
持
ち
ま
し
た
。

ま
ず
驚
ろ
か
さ
れ
た
の
は
、
年
齢
・

職
業
・
性
別
の
違
い
を
こ
え
た
幅
広

い
人
達
が
、
一
堂
に
会
し
て
と
て
も

4冒

楽
し
そ
う
に
、
ま
た
熱
っ
ぽ
く
ま
ち

づ
く
り
を
語
り
合
っ
て
い
る
こ
と
で

し
た
。「

お
ぐ
に
み
ら
い
塾
』
の
活
動
が
、

地
域
住
民
の
方
へ
の
刺
激
と
な
り
、

今
や
町
全
体
が
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
の
よ
う
な
も
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
ん
な
楽
し
く
活
発
な
ま
ち
づ
く

り
に
魅
か
れ
て
、
芸
術
家
の
人
た
ち

も
移
り
住
ん
で
来
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
桜
花
塾
も
川
内
町
民
の
方

々
が
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
以

上
に
活
動
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

' H

ふ
る
さ
と
再
発
売
a

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
楽
し
む

ふ
る
さ
と
の
町
を
歩
い
て
、
特

色
や
魅
力
を
発
掘
す
る
「
ふ
る
さ

と
再
発
見
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
(
県

主
催
)
が
、
去
る
十
月
二
十
二
日
で

行

わ

れ

ま

し

た

。

占

山

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
ま
し
た
視hAF 

が
路
上
観
察
学
会
メ
ン
バ
ー
で
画
炉

{
ゑ
・
作
家
の
赤
瀬
川
源
平
氏
を
迎
一

ぇ
、
地
元
の
若
者
塾
「
桜
花
塾
」
じ

ゃ
女
性
塾

「
ひ
と
つ
ぶ
」
の
塾
生
と

ら
約
三
十
名
が
、
そ
の
昔
宿
場
町
刈

と
し
て
栄
え
、
今
も
そ
の
面
影
を
遊

残
す
旧
琴
平
街
道
を
散
策
し
、
路

上
か
ら
『
瓦
』
を
は
じ
め
、
珍
し

い
も
の
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
ま
し
た
。

q
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配
凹

固
圃

耳
慣

受つ
け以
ら上
れ の

届る年
出と金
をきを
f は

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
さ
ら

に
他
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は

原
則
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ
の

年
金
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
人
が
、
遺
族
基
礎
年
金
を

う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、

ま
た
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
は
、
年
金
を
請
求
す
る
と
き

に
い
ず
れ
か
有
利
な
ほ
う
を
え
ら
び

「
年
金
受
給
選
択
申
出
書
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
提

出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
の
支
払
い
が

保
留
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

L
V
 

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
と
障
害
厚

生
年
金
、
六
十
五
歳
か
ら
の
老
齢
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
は
同
じ
支

給
事
由
に
よ
る
一
体
の
年
金
と
し
て

両
方
と
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
六
十

五
歳
ま
で
に
受
給
し
た
場
合
は
、
六

十
五
歳
に
な
る
ま
で
老
齢
厚
生
年
金

は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

二
つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る

と
き
は
、
役
場
福
祉
課
年
金
係
(
宮

六
六
l
一一

一
一一

一一
一
有
線
二
一
一
三
二
)

ま
た
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

四「マイホームの夢jの実現に向けてm

「年金住宅融資J平成4年度第2回受付中

受付平成4年12月18日(鎚まで

融資額最高1，940万円(所用資金の80%)
金利年4.89%
返 済 5年から35年

詳しくは(社)愛媛県年金福祉協会

(0899)⑪7667まで

税
の

おはなし

パ
ー
ト
収
入
と
税

〈パ

l
卜
で
働
く
人
に
対
す
る
税
〉

パ
1
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与
所

得
と
な
り
ま
す
。
課
税
さ
れ
る
所
得

は
、
パ
ー
ト
の
年
収
か
ら
、
給
与
所

得
控
除
額
(
パ

l
ト
収
入
が
百
六
十

一
万
九
千
円
未
満
ま
で
の
人
は
、
六

十
五
万
円
)
と
、
基
礎
控
除
(
一二
十

五
万
円
)
な
ど
の
所
得
控
除
を
差
し

引
い
た
残
額
で
す
。

例
え
ば
、
パ

l
ト
収
入
が
百
十
万

円
で
所
得
控
除
が
基
礎
控
除
だ
け
の

場
合
、
課
税
さ
れ
る
所
得
は
十
万
円

と
な
り
、
所
得
税
は

一
万
円
と
な
り

ま
す
。

〈
配
偶
者
控
除
と

配
偶
者
特
別
控
除
〉

夫
に
所
得
が
あ
り
、
奥
さ
ん
が
パ

ー
ト
で
働
く
場
合
を
考
え
て
み
ま
す

と
、
夫
に
つ
い
て
は
、
妻
の
所
得
に

応
じ
て
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別

控
除
が
受
げ
ら
れ
ま
す
。

奥
さ
ん
の
パ

l
ト
収
入
が
百
万
円

内
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
控
除
(
三
十

五
万
円
)
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
奥
さ
ん
の

所
得
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
ま
す
が
、

最
高
額
は
、

三
十
五
万
円
で
す
。
こ

の
控
除
は
、
パ
ー
ト
収
入
が
百
万
円

を
超
え
て
も
百
三
十
五
万
円
未
満
で

あ
れ
ば
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
た
だ
し
、
夫
の
合
計
所
得
が

一
千

万
円
(
給
与
収
入
で
約
一
千
二
百
二

十
万
円
)
を
超
え
る
場
合
に
は
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈パ

l
卜
収
入
と
世
帯
の
収
入
〉

配
偶
者
特
別
控
除
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
奥
さ
ん
が

パ
l
ト
で
働
い
て
百
万
円
を
超
え
る

給
与
収
入
を
得
る
場
合
で
も
、

夫
の

配
偶
者
特
別
控
除
の
額
は
な
だ
ら
か

に
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
奥
さ
ん
が
パ

l
ト

で
一
定
額
以
上
働
く
と
、
か
え
っ
て

世
帯
全
体
の
手
取
り
が
減
少
す
る
と

い
う
「
手
取
り
の
逆
転
減
少
」
は
、

税
の
面
で
は
解
消
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
(
含
六

六
|
二
二
二
二

・
有
線
二

二
二

)

又
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ

み
ん
な
で
、
楽
し
く

歩
き
ま
せ
ん
か

14 

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
l
大
会

ご
案
内

口
と

き

十
二
月
六
日
(
日
)九

時
1

中
央
公
民
館
出
発

口
と
こ
ろ

ロ
ク
ラ
ス一

グ
ル
ー
プ
二
j
四
名
で
構
成

家
族
組
(
小
学
生
又
は
幼
児
を

含
む
家
族
)

小
学
生
組
(
四
年
以
上
の
者
)

一
般
組
(
中
学
生
を
含
む
)

口
コ
l
ス

コ
ー
ス
は
、
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

程
度
で
、
指
示
図
に
従
っ
て
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
歩

き
、
課
題
得
点
と
時
間
得
点
の
合

計
点
で
競
う
野
外
ゲ
l
ム。



• 

国

保だ
よ
り

高
額
療
養
費
の

支

給

制

度

被
保
険
者
が
、
同
じ
月
内
に
、
同

じ
病
院
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
六
万

円
(
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は

三
万
三
千
六
百
円
)
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
額
を
国
保
が
負
担
し
、

申
請
に
よ
り
あ
と
か
ら
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
が
高
額
療
養
費
の
支
給

制
度
で
す
。

高
額
療
養
費
の

計
算
は

で
は
高
額
療
養
費
は
、
ど
の
よ
う

な
き
ま
り
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

1団
院
は 同
別じ
べ病
つ院
でで
合 も
算入
さ院
れと
ま通

~ 
同
じ
病
院
内
で
も
、
歯
科

は
別
計
算
と
な
り
ま
す
。

総
合
病
院
の
各
診
療
科
は

そ
れ
ぞ
れ
別
の
病
院
と
し
て

扱
い
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
し
て
い

る
場
合
は
、
歯
科
以
外
の
他
の
科
を

同
一
診
療
と
し
て
扱
い
ま
す
。

パ

ジ

同

じ

世

帯

で

、

同

じ

月

に

f

卜
L

三
万
円
(
住
民
税
非
課
税
世

帯
二
万
一
千
円
)
以
上
支
払
っ
た
人

が
複
数
い
た
場
合
、
合
算
し
て
、
六

万
円
(
住
民
税
非
課
税
世
帯
三
万
三

千
六
百
円
)
を
超
え
た
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

rn 
同
じ
世
帯
で
、
そ
の
月
よ

り
前
の
十
二
か
月
の
聞
に
、

高
額
療
養
費
の
支
給
が
四
回
以
上
あ

れ
ば
、
そ
の
四
回
目
か
ら
は
、

三
万

四
千
八
百
円
(
住
民
税
非
課
税
世
常

二
万
三
千
四
百
円
)
を
超
え
た
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

司
川
J

こ
の
他
に
、
高
額
な
治
療

f
h
L
を
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ

る
疾
病
と
し
て
、
厚
生
大
臣
が
指
定

し
た
「
血
友
病
」
と
「
人
工
透
析
を

必
要
と
す
る
慢
性
腎
不
全
」
に
つ
い

て
は
、

一
か
月
に
一
万
円
を
超
え
た

額
が
該
当
と
な
り
ま
す
。

w 

川
内
の
年
中
行
事

そ
の
⑥
十
一
月

=司

亥ぃ

の

子

旧
十
月
の
最
初
の
亥
の
日
を

一
番

亥
の
子
と
い
い
、
一
巡
し
て
二
番
目
の

亥
の
日
を
二
番
亥
の
子
、
三
番
目
の

亥
の
日
を
三
番
亥
の
子
と
い
う
が
、

三
番
亥
の
子
は
、
十
二
支
の
都
合
で

な
い
年
も
あ
る
。
亥
の
日
の
早
い
年

は
、
火
が
早
い
か
ら
用
心
を
す
る
よ

う
に
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
こ
の
日
に

火
爆
の
使
い
始
め
を
す
る
習
俗
が
あ

る
。
一
番
亥
の
子
が
何
か
の
都
合
で

で
き
な
か
っ
た
家
は
、
二
番
亥
の
子

を
祝
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

お
亥
の
子
さ
ん
は
、
作
物
の
神
さ

ん
で
あ
る
の
で
亥
の
子
餅
を
つ
い
て
、

一
升
析
か
一
斗
析
に
入
れ
て
供
え
る
。

そ
れ
に
秋
の
野
菜
の
煮
つ
け
、
仏
附
『刊

を
そ
え
て
祭
る
の
で
あ
る
。
祭
り
方

に
は
直
接
お
大
黒
さ
ん
に
祭
る
所
と
、

餅
っ
き
臼
に
餅
と
り
板
を
置
き
そ
の

上
に
祭
る
家
と
が
あ
る
。
供
え
ら
れ

た
野
菜
は
拝
み
終
わ
る
と
、
一
家
の

主
人
が
こ
れ
を
食
べ
る
も
の
だ
と
さ

れ
て
い
る
。

.. 

亥
の
子
の
神
さ
ん
は
、
子
供
た
ち

が
好
き
だ
と
い
う
の
で
、
子
供
た
ち

は
わ
ら
す
ぼ
で
つ
く
っ
た
亥
の
子
を

持
っ
て
家
々
を
つ
い
て
回
っ
た
。
こ

れ
は
、
悪
霊
を
た
た
き
伏
せ
る
た
め

だ
と
い
わ
れ
、
大
勢
の
者
が
そ
ろ
っ

て
家
の
前
で
つ
い
た
。
「
亥
の
子
・

亥
の
子
・
亥
の
子
餅
つ
い
て
、
祝
わ

ん
者
は
、
鬼
生
め
、
蛇
生
め
、
角
の

生
え
た
子
生
め
」
「
お
亥
の
子
さ
ん

と
い
う
人
は
、

一
に
俵
ふ
ん
ま
え
て
、

二
で
に
っ
こ
り
笑
い
、
三
で
酒
作
っ

て
、
四
つ
世
の
中
よ
い
よ
う
に
、
五

つ
い
つ
も
の
ご
と
く
な
り
、
六
つ
無

病
息
災
に
、
七
つ
な
に
事
な
い
よ
う

に
、
八
つ
屋
敷
を
掘
り
広
げ
、
九
つ

小
蔵
を
建
て
並
べ
、
十
で
と
う
と
う

' 

:.! 
を行う前松瀬川地区の子供

お
さ
め
た
」
「
こ
の
家

繁
盛
せ
い
、
繁
盛
せ

い
」
と
騰
し
た
て
た
。

子
供
た
ち
が
お
礼
に

も
ら
っ
た
餅
や
お
金

を
年
長
者
が
分
配
し

た
。
近
年
は
悪
弊
も

で
て
き
た
の
で
集
め

た
金
を

P
T
A
が
子

供
の
日
の
行
事

ゃ
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
に
使

う
よ
う
に
な
っ

た。
ま
た
亥
の
子

相
撲
が
行
わ
れ

る
部
落
も
多
く
、

刈
り
獲
り
の
終

わ
っ
た
田
ん
ぼ

に
に
わ
か
手
つ
く

り
の
土
俵
を
つ

く
り
、
景
品
を
は
ず

ん
で
子
供
相
撲
を
す

る
所
も
あ
っ
た
。

11月日|歳末たすけあい運動

戸ヘυ



年

末

コ

年
始

6

受
通
安
全
県
民
運
動
の
実
施

H

交
通
安
全
願
う
心
で

ゆ
く
年
く
る
年
U

平
成
四
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一

月
余
り
と
な
り
、
平
成
五
年
も
そ
こ

ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
年
末

年
始
は
、
交
通
が
混
雑
し
、
忘
年
会

や
新
年
会
な
ど
飲
酒
の
機
会
も
多
く

な
る
な
ど
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想

さ
れ
る
時
期
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
関
心
を

深
め
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、

正
し
い
交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
ろ
う
と

恒
例
の
『
年
末
・
年
始
の
交
通
安
全

県
民
運
動
』
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
『
交
通

安
全
願
う
心
で
ゆ
く
年
く
る
年
』

で
期
間
は
、
十
二
月
二
十
一
日
(
月
)

か
ら
翌
一
月
十
日
(
日
)
ま
で
の
二
十

一
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
の
重
点
目
標

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

12/21 

1/10 

《
運
動
の
重
点
》

O
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放

O
違
法
(
迷
惑
)
駐
車
の
追
放

O
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

O
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

車
を
運
転
す
る
と
き
は
「
ゆ
ず
り

あ
い
運
転
」
、
自
分
達
が
交
通
事
故

の
当
事
者
と
な
ら
な
い
た
め
の
「
防

衛
運
転
」
に
心
が
け
、
無
事
故
で
新

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

刑
務
作
業
製
品

。
展
示
即
売
会
開
催

チ

ご

案

内

面
絹
⑭

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
社
会
復
帰

を
め
ざ
し
て
各
種
の
作
業
に
励
ん
で

い
る
数
多
く
の
人
々
が
い
ま
す
。

こ
う
し
た
作
業
の
成
果
で
あ
る
刑

務
所
作
業
製
品
を
、

一
般
社
会
の
人

々
に
広
く
紹
介
し
、
矯
正
行
政
に
対

す
る
ご
理
解
を
得
る
た
め
、
左
記
の

と
お
り
刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

〔記〕
平
成
四
年
十
二
月
十
三

日
(
日
)
午
前
九
時

1

午
後
三
時
ま
で

松
山
刑
務
所

温
泉
郡
重
信
町
見
奈
良

一
二
四
三
|
二

合
六
四
|
三
三
五
五

各
種
タ
ン
ス
・
食
器
棚

等
の
木
工
製
品
・
紳
士

靴
・
財
布
等
の
革
製
品

味
噌
・
醤
油
・
漆
器
類

他
多
数
あ
り

@ 

日

時

@ 

場

所

@
即
売
会

電話 66-4989
有線 3130 

収集曜日 mz 集 I也 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

毎
土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 変更なし。

・E・・ .......__. 

木 井内

火 ・金 北方・南方
変更なし。....~..・‘晶咽 . 晶晶

火 奥松瀬川
週

前松瀬JII(鳥の子を除く)
水 ・土

町筋(天神を除く)
12月23日制を12月24日闘に収集

清掃センター12月ごみ収集計画
宅5 ;Z'~ ごみ1 

2. -Cぇ，0いごみ

収 集 t也 域 ガフス・空きピン類 空き缶等念物類 粗大ゴ 、、、、

東谷・西谷(井内を除く)

天神・鳥の子・横瀬団地
12月14日(月) 12月28日何) 12月21日(月)

北方・南方・奥松瀬川 12月8日制 12月22日附 12月15日ω
前松瀬I11(鳥の子を除く)

12月 9日(水) 12月26日出 12月16日(樹
町筋(天神を除く)

井内・土谷・滑川 12月10日休) 12月24日(村 12月17日同

かを考えましょう/0

p
h
V
 

1
ム

か「資源Jく〉播てる前にもう一度「ご、みJ



• 

電
気
コ
タ
ツ
を

上
手
に
使
う
秘
訣

電
気
コ
タ
ツ
に
は
、
マ
ッ
ト
を
敷

き
大
き
目
の
掛
フ
ト
ン
に
毛
布
を
併

用
す
る
と
、
約
十
五
%
も
電
気
が
節

約
で
き
ま
す
。
温
度
は
適
温
に
調
整
、

不
使
用
時
に
は
必
ず
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
ま
し
ょ
う
。

財
団
法
人

四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部

12月健康センターだより

4 B樹 健康教育(五十肩について) (センター)

11日働 ファミリー健康相談・成人健康相談 (町西部公民館)

15日ekJ 栄養学級 (センター)

17日(栂 育児相談 ・育児学級 (センター)

18 B樹 ファミリー健康相談・成人健康相談(南方西部公民館)

19日(j:) 男のための料理教室 (センター)

22日ω こころの健康相談 (センター)

24日休) 三種混合予防接種 (センター)

毎週月曜日 不用犬買上げ (センター)

毎遊水濃日 健康相談 ・栄養相談

母子手帳交付 ・妊婦健康相談 (センター)

機能回復訓練事業 (ガリラヤ荘)

き話番塵

6 B (臼) 国立療養所愛媛病院(横河原) ft64-2411 

13臼(日) 辻井内科(田窪) ft64-00l3 

20日(日) 泉内科(南方) ft66-2226 

23日附 西野医院(横河原) ft64-2152 

27日(臼) 中川外科内科(南梅本) ft76-7811 

一一

ご 援口義金 口 ま義を今年も 治飢餓の容災続
E 可

王子*ホ**期 す。援金行い 日をし 、lるまのく外海 N H 協力を関扱取全 会 N 十 あ 十 成

箇暴露悶 H 二 関
に 、「赤;本い貧人た争品戦分 の 怠 四

お いの K の月 よ皆 N 十ら閑々め 多 定

2:i iあF 

年度
願 表協農業 放各取 一 りさば字ネ土 れ 、が 、 争 く の
い示 り日 援ん K て疾病等 生命 おあの や
し の 送次ぎ 1 助事業 か 7警F とい びる国
ま あ岡崎 ニ ら N ま のたい々 さ

f受寸 よりす る組 十 寄生ヲ討す 。 の 機危だはで じ
。

各融金 会
五 をせ K '悲惨 し、は さ

始開 ぃ日 笑施 らけで にい大 を
れあv は な減数規f築 引

機 したし二 、 生しに き 』 品 詞

.. 
4陛

戸
籍
の
窓

(
十
月
受
付
分

・
敬
称
略
)

大
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東 Ji、 日 西 徳
{主

森 中 中
所

キナ 幡 浦 村 三日七

車岡 4 入 渡 近 菅 亀
f某

JII 井 音:~ 藤 岡
護

智 征 r告 '恒 英
者

久 志 康 雄 Jヌtヨに

長 長 長
続柄

女 女 男 男 男 男

智 綾 佑 隼 康
前名f憂

穂 香 大 斗 英

4 4 4 4 4 4 
生

10 10 10 10 10 9 年
月

21 18 14 14 7 25 日

-Rご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

横灘
r孟iー，板 i可 松 ガ 茶 下 井 ガ

之 j頼 沖
1) {主

地団
ケ 内

)三日且11 フ 内 フ
音 ヤ 住 ヤ 所

2 谷 泉 戸 回 回 荘 主~主5 宅ーよー・ 上 荘

山 高 渡 石"-' 近 村 ヲr与市 上 高 野 仙

須賀 氏
内 橋 部 本 藤 上 高 岡 口 波

手口 寛 耕 健 次 長 キ 正 サ
十 ク ワ 名

久 平 治 自E良日 自日 ヨ 進 茂 義 ヨ

64 75 31 54 87 73 91 58 76 81 108 年齢

山 高 渡 岩 近 キナ rすi 斗， 上 高 野 {山
内 橋 音:~

健本
藤 上 高 問 須 口 波

長 キ 賀 サ

和久 文 光 次 十 ク 正 哲 ワ
主

手リ 雄 日目 自E自E ヨ 進 茂 行 ヨ

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 9 
月

30 30 27 18 17 10 4 2 2 l 25 日

17 
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塩秋妙花やも
滝時菊 がも
べ雨と て 3
赤渓名 に 3
橋のを は T
渡岩か 白 B

滑る閏え 髪 B
川朝で母 に B

参雨も も 3
今リ宿煙 似も
井 りとて予

な枯草
るれも

尾も

いに~替こふ三水雲ふ見木
- ~L]のる角少のり返の

し同 t て径里のし閏向り実
た意 t はをの顔溜をいし落
を~替登紅-振め洩たつつ

有強 3 りれ葉リてれ髄
難く忠てばま向轍るのら寺
J し S は湾つけの日顔瞳院
も、 t 髄やりる冬射はやの
たー t池無菅草宮や渡鎚熊田近ゃう也も小崖田塀

喜 LJれ t川心野紅内よ部か田か藤返 川う倉歯車中の
撰子し t な葉 き な な り 見 内
亭主く申鯛る竜 竹日那 慶 乙花水え静 乃と

i 思谷子仙和美一鳥穂ず波武タ卜
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